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大塚博巳君のお母様がお亡くなりになりました。

８５歳とのことです。心よりご冥福をお祈り申し

上げます。 

本日は2004-2005年度の国際親善奨学生として

アメリカ留学をされました高塚素乃己(そのみ)さ

んをお招きしアメリカでの体験談やその後の活動

等の卓話をお願いしてあります。 

昨日、静岡の浮月桜で３回目の第５分区の会長

幹事会が開催され仲田幹事と一緒に出席して参り

ました。静岡ＲＣの鈴木和夫地区大会実行委員長

と大会幹事の志田さんがお見えになりお礼のご挨

拶を頂きました。大石ガバナー補佐の公式訪問で

の各クラブのクラブ協議会の報告書が配布されま

した。分区内の各クラブの実情や問題点、提案等

が詳細に報告されており今後の会員増強に参考に

なるのではないかと思います。  

１月２４日に静岡産経会館で開催予定のロータ

リー研修会への５～６名程度の出席を要請されて

います。また地区から依頼の会員増強のための情

報交換会の開催は当分区ではクラブ協議会報告書

を各クラブ毎に研究する事で特に開催はしないと

いうことになりました。 

当分区の会員増強の現況については静岡ＲＣの

７名純増を筆頭に１～２名の純増を果たしたクラ

ブが４クラブ程度有るとのことです。当クラブも

何とか年度内には１名以上の純増を果たしたいと

思います。 

３月８日に松風閣で開催されますＩＭの久保田

実行委員長がお見えになり３００名程度の参加を

予定しているので出来るだけ多くの登録をお願い

したいというご挨拶がありました。 

懇親会は徳川慶喜公の住居跡の風情のある大広

間で行われ、縁側の外にある宮家から送られたと

いう菊の紋章の掘られた灯籠と大きな池を眺めな

がら歓談の一時を過ごしました。 

さて株価の大幅な乱高下は未だに収まらず不安

定な先の見えない状況にあり企業業績の先行き不

安も増す一方ですが会社そのもの価値が３ヶ月位

の間にいまの株価のように半分またはそれ以下に

なってしまったとは言えないと思います。株価が

以前のように企業の業績とか資産内容によって評

価されるのではなく投資家の思惑によって大きく

動くようになり賭博性が高くなっているようです。

大企業は別として個人にとっては含み損ですから

そんなに深刻にならなくてもいずれ会社の価値が

株価に正しく反映される日をじっと待つしか無い

のではないでしょうか。 

問題なのは企業業績により大幅なリストラが情

け容赦なく行われ、株などの投資とは無縁の臨時

雇用労働者や契約社員のような弱者に襲いかかっ

ている現実だと思います。また、正社員に置いて

も大企業で働く若い人達の中には早朝から深夜ま

で異常と言えるような勤務形態が多く見られます。

次々と国民休日が制定されるなかでそのギャップ

の大きさを感じざるを得ません。現在のような不

安要素の多い雇用形態で愛社精神を持てといって

も難しいのではないでしょうか。疲弊によりやが

ては仕事に没頭できない社員が増え日本のお家芸

である技術の継承や思いやりのある勤勉さが消え
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国際的競争力も失せ、殺伐とした社会になってし

まうのではないかと懸念いたします。ロータリー

クラブが取り組むべき活動とも無関係ではないよ

うな気がいたします。 

■ 幹 事 報 告                仲田 廣志君 
• 地区大会参加のお礼が牧田ガバナーより届いて

おります。 
• １２月ロータリーレートがガバナー事務所より

届いております。１＄＝９６円 
• ロータリーの友事務所より「友」インターネット

速報が届いております。 
• ザ・ロータリアン誌が届いております。 
• 国際ロータリー年次大会参加旅行のご案内が届

いております。 
• 藤枝明誠高校駅伝・バスケット全国大会出場応援

バスツアーのご案内と賛助金のお願いが届いて

おります。 

■ 出 席 報 告            青島 彰君 
本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

22／36 61.11％ 25／36 69.44％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○青島彰君 ○大塚君 ○杉浦君 ○鈴木廣君  

○平君 ○森下君 飯塚君 板倉君 落合君  

鈴木舜君 仲田晃君 水野君 望月彰君 望月志君 

(２)メークアップ者  

鈴木 勝弘君（静岡北） 

■ ビ ジ タ ー                   
藪崎 宰一君（藤枝南） 

■ ロータリー財団奨学生卓話                  
 

高塚 素乃己様 

 

 

 

 

 

このたびは、藤枝ロータリークラブにお招きに

あずかり、このように卓話をさせていただく機会

を与えていただきまして、ありがとうございます。

私は、２００４－２００５年度のロータリー国際

親善奨学生として、アメリカニューメキシコ州立

大学にてコミュニケーション学を勉強してきまし

た。2年半前に帰国をしまして、現在はそのときに
学んだことを生かすべく、現在静岡市にある「国

際ことば学院」という日本語学校で日本語教師を

しております。今日はそのことについて少し、お

話しさせていただけたらと思います。 
日本語学校というのは、言葉の通り日本語を教

える学校ですので、生徒の多くは外国人です。世

界各地から役 300 名の学生が本校で日本語の勉強
をしています。インドネシア、ミャンマー、べト

ナムをはじめ、中国、ネパール、インドなどアジ

アの国々が多くを占めますが、南米、ヨーロッパ

などの学生もいます。通常学生たちは、2年間本校
に在籍します。その学生たちですが、来日時のレ

ベルは個人個人でまちまちです。日常会話は問題

なくできる人たちもいれば、全くゼロというレベ

ルで来る人たちもいます。日本語能力試験という、

英検のような日本語の試験が一年に一回あるので

すが、中国・韓国のような漢字圏の学生は 1級を、
非漢字圏の学生は 2 級を目指すのが通常です。で
きる学生は新聞の社説なども読めるようになりま

す。 
この学生たちは卒業後、帰国という人もいます

が、そのほとんどは日本の大学、大学院、専門学

校へと進学していきます。過去においては、静岡

大学、県立大学の学部生、大学院生、信州大学、

拓殖大学、常葉大学、静岡産業大学、また県内外

を問わず多くの専門学校へ進学していきます。本

校は、日本語教育もさるものながら交流活動も盛

んに行っております。 
校内活動として毎年国際交流会という名のもと、

静岡市民文化会館においてスピーチコンテストを

行っています。日本語学習の成果を発表する機会

として、学生たちは日本生活において日ごろ感じ
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ていることをここぞとばかりに強く主張します。

テーマは彼らの夢・希望から家族の絆、留学生活

について、また外国人から見た日本人のおかしい

ところなど、シリアスなものからユーモアを交え

たものまで多岐にわたります。いずれのスピーチ

も外国人の視点から見たものですので、毎回気づ

かされる、考えさせられることがおおいです。 
 また 2 年に一回「秋の文化祭」といった学校祭
を行っています。秋の文化祭の目玉企画は各国の

お国自慢です。今年度はミャンマー・インドネシ

ア・ベトナム・インド・ネパールの学生が日々練

習を重ね、ステージの上で各国のダンス・歌・衣

装・演劇を披露してくれました。一度に各国の人

が集まり、このように多様なステージを見られる

機会もあまりないかと思います。スピーチコンテ

ストも、文化祭も一般に開放しており、もちろん

無料ですので、皆様もぜひ機会があったら足を運

んでいただけたらと思います。 
また、それ以外にも地域で行われている国際交

流のイベントに数多く参加させていただいていま

す。ロータリークラブさんからもお誘いを受け、

バーベキューなどに参加させていただくことも多

いです。また藤枝地区ですと、Ｆ＆Ｗさんという

民間交流団体の「企画に企画にも多く参加させて

いただくこともあります。日本に来たからには、

多くの日本人と交流をし、日本の考え方、習慣、

文化を体験したいと思っている学生は多いのです

が、実際はアルバイトと学校の往復の毎日で、残

念なことにあまり日本人と交流する機会がないの

が実情です。このような形で企画していただける

と、学生たちにとっても日本社会に入っていける

いい機会ですし、私たちもこのような形でどんど

ん日本社会に溶け込んでいってほしいと願ってい

ます。 
また最近では小中学校からの依頼を受け、学校

へと出向き、異文化理解教育のお手伝いをさせて

いただくことも多いです。つい先日も藤枝市の高

須南小学校へ学生 5 名を連れて授業に参加させて
いただきました。高須南小学校では、カリキュラ

ムの中に英語を組み込んでいるようで、小学生た

ちは勉強した英語を使い、自分たちとは違う言葉

を話し、違う文化を持つ外国人留学生に一生懸命

話しかけていました。また本校の学生は日本の小

学校に入ることで、また違った日本社会の側面を

見ることができたことを喜んでいます。私たちは

日本語学校ですので、彼らの日本語力が向上する

ことを望むのはもちろんなのですが、留学してい

るからには各国の大使という意識を持って、ぜひ

自分の国を紹介し、積極的に自分から何かを発信

していく姿勢もとてもぜひ培ってもらいたいと考

えているため、こういった機会は非常に重要だと

考えています。 
こういった活動は、本当に全体の一握りでしか

ないのですが、本当に多くの方の支援・協力を得

て本校が成り立っていることを感じずにはいられ

ません。外国人である彼らが、地域社会になじみ、

日本生活を円滑に行うのは、彼らの努力だけでは

残念ながら不十分なのも現状です。日本人の多く

の方の協力と、そして理解があって初めて成り立

ちます。本校はその協力と理解のうえに成り立っ

ている学校だと日々感じています。 
しかし、日本全体を見渡してみるとそれが浸透

しているのはほんの一部にしか過ぎないというの

も感じさせられます。つい先日の政府の世論調査

では、外国人が増えるということに対し「治安面

の不安」を挙げた人たちが 5 割だという記事があ
りました。また朝日新聞では毎週日曜に「多文化

共生への道」と題して、さまざまな問題点を挙げ

ています。単一民族の日本ですから、他民族が自

分たちの生活に入ってくることに多少の抵抗を感

じるのは仕方がないのかもしれません。しかしな

がら、少子化が進む日本において外国人の増加は

避けられない道のような気がします。 
来る多文化共生社会において、私たちができる

ことは何なのか、その役割を見極めながら、お互

いに歩み寄るその手助けしつつ、すべての人にと

ってより住みやすい社会を作っていけたらと考え

ています。 
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交流協会紙、時として新聞などにも掲載してい

ただいておりますので、今後もし本校の記事を見

ることがありまし

たら、ぜひ目を通し

ていただけたらと

思います。また、何

かをきっかけに何

かの形で皆様と本

校の学生、学校がつながることがありましたら、

ぜひよろしくお願いします。 
最後に、このようにお話させていただく機会を

与えてくださり、ご清聴いただけたこと、大変感

謝しております。どうもありがとうございました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／石垣） 


